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宮原小上の墓地公苑は、いい眺めだね♪

大阪と大分の子どもと交流するインターン（右奥より：辻本拓也、鳥井綾香）

【写真提供：東陽支所さま】 【写真提供：泉支所さま】

篠笛を演奏する太江田律子氏
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ミニコミ 【カラー版】

火の川

ガキ大将キャンプや政策アカデミーに参加♪
～地域づくりインターン、関西より２名～

橋口有共氏
農林水産

大臣賞受賞
令和５年度

熊本県茶品評会

篠笛にリズムを合わせて♪
東陽町河俣保育園

★高校受験の強～い味方
熊日では、中３クラブを

毎月発行しており、入試
予想問題のほか、進学の
アドバイス等盛りだくさん。

ご希望の方は、熊日
宮原販売センター（62-
3868）へ、お申込み下さい。

「石臼伝導師」と体験する

昭和と平成の石臼で粉ひき
・日時：１１月１９日（日）2部構成

午前の部9:30～12:30

午後の部13:30～16:30

・場所：立神峡公園管理棟（62-1543）

・参加者：18歳以上の人

午前・午後各15人

・内容：石臼で米とコーヒー豆挽き

（お土産あり）

米粉トマトパン作り体験

講話 「石工の技と歴史」

・参加費：２，５００円

・申込み：県地球温暖化防止活動推

進員 田北真美（080-5200-5182）

◇地域づくりインターン
▶鳥井綾香（大阪市）

【摂南大学法学部1回生】

以前からまちづくりなどに興味があり、

大学のゼミで氷川町のインターンにつ

いて紹介があって参加した。

１９日午後から氷川町で過ごし、子

どもたちと買い物をしたり 、温泉に

行ったり、花火をしたりした。みんな

小・中学生とは思えないくらいにリー

ダーシップやフォロワーシップを発揮

している姿を見て、私も先を見据え、

自ら行動していきたいと感じた。

氷川町に初めて来て、山が多く、と

ても自然が豊かで温かい人が多いと

感じた。たくさんの事を考え、学び、実

際に行動して、このインターンに参加

してよかったと思えるように精一杯頑

張りたい。

▶辻本拓也 (大阪市)

【摂南大学法学部1回生】

インターンとはどういうものなのかと

いうことを、大学１回生という早い段階

で経験したいと思い参加を決心した。

１日を過ごしての印象的だったのが、

鶴の湯温泉のサウナである。温度は

具体的に覚えてはいないが、入った

瞬間とても暑く、２分も持たずしてサウ

ナから出た。次にまた温泉に行く時は、

５分を目指してサウナにリベンジした

いと思った。

町の雰囲気として山が目の前にたく

さんあり、とても静かなところで、夜は

街灯がなく少し怖かった。来て良かっ

たと思えるように精一杯頑張って、良

い思い出を作りたいと思う。

６月２２日、河俣保育園で全国的に

活動している「祝祭太鼓團（しゅくさい

たいこだん）あっぱれ」のメンバー太江

田律子氏の篠笛演奏が行われた。

子どもたちは、少しの練習で「蓮」の

曲に合わせ、太鼓の代わりに手拍子

や足ふみでリズムを刻み、演奏に参

加して楽しいひと時を過ごした。

◆地域づくりインターン

熊日宮原販売センターでは、今年

で２３年目を迎える地域づくりインター

ン事業を８月１９日からスタートした。２

年前より受け入れ期間を短縮し、参加

者も２人だが、今回初めてまちの課題

解決・探究コースのガキ大将キャンプ

に参画。

初日の１９日は、同キャンプに参加

する大阪と大分の小中学生３名が前

泊となるため、一足早い交流がスター

トした。

◆全国大学生政策アカデミー

また、１０回目を迎える全国大学生

政策アカデミーには、大学生１３名とま

ちの課題解決・探究コースの高校生２

名に加え、氷川町職員政策研究会よ

り新人職員１０名が参加。

テーマは「氷川町の農産物」で、５つ

の混成チームでイチゴやトマト、ナシ

やバンペイユなどの商品開発や販売

戦略を提案する。

６月２９日、令和５年度熊本県茶品

評会（荒茶の部）が県農業研究セン

ター茶業研究所で開催され、泉町茶

業振興協議会からは４点が出品。蒸し

製玉緑茶の部で、橋口有共氏が１等

に、谷口清和氏が２等に入賞した。

さらに、橋口氏のお茶は、県内茶産

地から出品された３部門の中で最も優

秀と認められ、農林水産大臣賞を受

賞した。

橋口氏は、「地域の方々に支えられ

て受賞できたもので、今後も茶業振興

に尽力し、地域に恩返ししたい」と受

賞の喜びを述べた。今後、８月に開催

される全国茶品評会に出品が予定さ

れており、上位入賞が期待される。

・主催：T2project+

・事務局： ＋１カンパニー

・問合せ：齋藤080-3757-5072

plus1smile@yahoo.co.jp

いわっちょの面白写真
～事故には気を付けよう！え～っ？～
左の写真の踏切なんですが、良く

見ると阪急電鉄の「女子職踏切道」

って。なんと、男子は通れないんで

すよね(-"-)

右の写真、横断する時の旗を入れ

る人形です。でも、ランドセルには

田尻勇と書いてあります('◇')ゞ

おもな内容

19 土 オリエンテーション

20 日 ガキ大将キャンプ・芦北町

21 月

22 火

23 水 企画書作成学習会

24 木 フリー

25 金

26 土

27 日

28 月 ふりかえり

【2023年8月インターンプログラム】

全国大学生政策アカデミー
オリエンテーション、中間報告会、プ

レゼン対決、成績発表、懇親会

　　　　　〃　　　　 ・東陽町

期日

※９月号の特集

では、ガキ大将

キャンプで炎の

パフォーマンスを

披露された本田

照 美 さ ん （ 氷 川

町）を紹介♪



　

八代の中体連では２位（写真左：四宮）石匠太鼓の演奏（写真右前：三好）

8/5県外の参加者とオンライン顔合せ（左）、8/12プログラムを検討する1・3・4期生（右）

大宮盆栽美術館の中庭　

ファーストペンギンになる(49)
㈱ぎろ初の３日間イベントに一致団結
ガキ大将キャンプ、山・川・海のプログラム検討♪

◆勝手な先入観

この8月、さいたま市にある「大宮盆栽美

術館」に初めて行ってきた。以前から知って

いたが、わざわざ行こうとは思わなかった。

この夏、現在高知県でALT（外国語指導助

手）をしている留学時代の友人が東京観光

に来たので、外国人に珍しいものでも見せ

てやろうというつもりで行った。

まったく予習していなかったので、「どこか

の盆栽マニアが自身のコレクションを展示

している、地味な美術館だろう。入場者もシ

ニア世代が中心だろう。」という勝手な先入

観があったのだが、まったく違った。

◆外国人にもオススメ

まず、最寄駅から美術館までの道のりが

良かった。民家の庭木や街路樹はきれい

に整えられており、石畳の道路もあり、閑静

で高級感の漂う住宅街だった。民間の盆栽

園も５～６箇所ある。ここに住んでいたら、

毎日散歩したくなるような雰囲気だった。

2010年にできたこの公営美術館の建物は、

外観が洗練されていて、盆栽の歴史、この

地に盆栽産業の伝統がある経緯、盆栽の

見方・魅力の解説もとても分かりやすかった。

屋外に展示されている実際の盆栽も大変

美しく、いくつも写真に収めてきた。英語の

説明も充実しており、外国人観光客にもお

すすめできる。

また、夏休み期間中は、盆栽についての

学習帳（おそらく学校や区役所で配られて

いる）を持ってきた子どもは入場無料になる

らしく、親子連れがたくさんいた。

◆由緒ある盆栽町

美術館がある一帯は、「盆栽町」という名

前になっているそうだ。もともとは、江戸のと

【彩の国から～人と地球のための新・幸福論⑯】
「さいたま市の伝統産業～盆栽～」

～鈴嶋克太（子ども記者OB）～

ある下町に集積していた盆栽業者が、大正

時代に東京の都市化や関東大震災の影響

でより良い自然環境を求めて移り住んで来

たという、由緒ある町。

昭和に入って、「盆栽村組合」なるものが

でき、同村に住む条件として①盆栽を１０鉢

以上を持つ、②門戸を開放すること、③日

陰を作るような二階家は作らない、④家の

囲いは生け垣にする、などが設定されたと

いう。どおりで、住宅街の景観が美しいわけ

である。また、後から調べて知ったのだが、

盆栽はさいたま市の伝統産業に指定されて

いるらしい。

◆盆栽ワールド、おそるべし

中庭に展示されていた盆栽の中には、樹

齢500年のものがあった。徳川家康が生ま

れる前である。盆栽なんてものは、「趣味人

や職人が一代かけて手がけるもの」程度に

思っていたのだが、500年となると、きっと何

十人という職人の手に渡って、育てられ形を

変えてきたはずだ。植物は生きている訳だ

から、いろんな環境、人、歴史を「経験」して

いる。そう考えるとロマンを感じずにいられな

い。盆栽ワールド、おそるべし。

７月２９日、石橋公園ふれあい広場で

第１９回東陽ふれあい夏祭りが開催さ

れた。今回の夏祭りは数年振りの開催

で、たくさんの人が集まり賑わっていた。

現在、私は八代二中校区に住んで

いるが、東陽小時代から石匠太鼓を

続けていて、今回も演奏に参加した。

石匠太鼓の他にも、バルーンアートの

方や、東陽の高校生のダンスなどいろ

いろな催しが用意されていた。

地域の小中学校の発表などもあり、

見ていて心あたたまるお祭りだった。こ

のように、地域の子どもがお祭りなどの

行事に積極的に参加するのはとても

良いことなので、これからも地域のイベ

ントには興味を持ち、自分の住む地域

の良さを広げていってもらいたいと

思っている。

【八代工業高校１年：三好逞心】

第３回目となる「ガキ大将キャンプ（8/20～

22）」は「ひとづくり部」の事業であり、私たち

だけで行う３日間のイベントは初めてだ。今

回の特徴は、山と海でのプログラムに加え、

大阪・広島・大分から５人の小中学生が参

加すること。

５月に作成した企画書を基に、７月から本

格的に議論。３・４期生が各プログラムの担

当となり、具体的な進め方を提案した。

その後、８月５日には県外参加者の不安

を少なくするために「オンライン顔合わせ」を

実施。１２日には準備リストも持ち寄り、１４・

１５日に稲本と三好の３人で最終確認後、

食材以外の買い物まで行った。

以下、各プログラムの担当者。

【１日目】チーフ：三好逞心

①ビーチバレー～チーフ：三好爽心

②ビーチフラッグ～チーフ：三好爽心

③ご み 拾 い～チーフ：三好逞心

④自 由 時 間～チーフ：三好逞心

【２日目】チーフ：四宮裕恒

⑤川遊び～チーフ：四宮咲弥

⑥花火～チーフ：四宮裕恒

⑦きもだめし：チーフ：四宮裕恒

【３日目】チーフ：橋本愛歩

⑧山 登 り～チーフ：岩本剛

【全体チーフ：堀川桃子、サブ：稲本美聖】

【熊本高専４年：堀川桃子】

７月２３日、柔道の県中体連が行わ

れた。八代の中体連では２位でとても

悔いが残り、県中体連では絶対勝ち

たいと思っていた。

試合が近づくにつれて、減量で食べ

たいものがたくさん食べれずきつかっ

た。練習も今までよりハードになり打ち

込みや投げ込みを丁寧に行い、自分

を追い込んで頑張った。

試合では、一戦一戦集中して挑んだ。

準々決勝で負けてしまったが、八代中

体連よりとても体が動けていて、自分

なりに１００％の力を出せたと思う。

３年間全力で練習を頑張ってきたの

で、とても悔しかったけど、最後は悔い

なく終わることができたので最高だっ

た。あと２回試合があるので、その大会

は優勝したいと思う。

【氷川中３年：四宮裕恒】

現在、文科省が推進しているのは「学力の３要素：①知識・技能、②思考

力・判断力・表現力、③主体性・多様性・協調性」を育み、習得することで、

大学入試でも必要な力とされている。

一方で、毎週土曜日の定例学習会の学びを忘れてしまうことも多々あるた

め、表現力のアップも目指し、５期生が毎月の学びをまとめて紹介する。

子どもも祭りに積極参加
第１9回東陽ふれあい夏祭り

悔い無き３年間の柔の道
県中体連柔道大会

５期生

学びの

まとめ


